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さわやかな秋晴れの中、リースづくり？芸術家たちです！ 

 今日も元気に集まってくれたさくらっこたち、親子 5 組 16 名に学生が 4 名、卒業生も 1 名・・明るく遊びきった

広場でした。久しぶりに、参加の H さん一家は・・3番目のお子さんがご誕生です。Hちゃん 1か月・・生まれたて

のホヤホヤですが、とてもしっかりした顔立ちです。ママにピッタリくっついていますが、周りで起きていることを、

どんなふうに感じているのでしょうね。お兄ちゃんの S くん、おねえちゃんの K ちゃんもそれとなく近くにいて、マ

マを感じながらゆったりと遊んでいます。私たちも、幸せを分けてもらった気分です。 

 

Rちゃんは、ママとゆったり遊び始めました。準備されていた、リースを今年もママと作ります。 

バラの花のような、ヒマラヤスギの松ぼっくりは、朝に学生がやっと 4 個だけ拾いました。なぜ、この数年こんな

に少ないのか、お母さんも不思議に思っておられます。来年は、沢山なるでしょうか・・ 

 

 

 

お兄ちゃんの A くんは、今日も工作を始めました。段

ボールを切って、ボンドで貼り付け、青い絵の具を塗

って仕上げました。カッターで、段ボールをまっすぐに

線を引くように切っています。傍の学生が「怖いんで

すけど」と、やや引き気味です。A くんは「前に 1 回手

を切ってから、気を付けるようになったんだ」と、学生

に語ったそうです。お母さんにもお知らせしましたが、

全くその通りだということでした。皆に見守られなが

ら、自分なりに試行錯誤して上手になっていきます。 

とても落ち着いた、作業の様子です。 

 



 

面白いのは、誰かが始めるとそれをきっかけに、芸術科魂に火をつけられた人が出るところです。 

Iちゃんは、お姉さんと一緒にリースが作れるかもしれないと、紙テープを切り始めました。 

その後、私が気が付いた時は、A くんが切ってくれた段ボールの切れ端に、青い絵の具を塗って、しかも、そこに

コスモスの花に絵具を付けたものを、ペッタリと、貼り付けていました。大切な芸術作品は、おうちに持って帰って

いただきました。 

 

さあ、こちらの 3兄弟、昆虫博士のお兄ちゃんは、今日もずっと外で昆虫探しです。 

 

3 番目の S くんは、お姉さんの言ったことをどんどん繰り返してお話しするそうです。どんどんお話しが上手にな

りそうです。2 番目お兄ちゃんの K くんは今日も、ダンゴムシの人形を持ってきました。大切な人形ですので、一

瞬見失ったときは、とても心配して探しました。大丈夫、もう、みんな知っていますから・・ 

 

 

 

 



 

虫捕り隊は、今日は 3人です。隊長の Sお兄さんに、M くん、S くん兄弟が一緒にいます。 

卒業生の N さんがママと一緒についています。双子ちゃんたちの現在のブームは「蜂」だそうで、網で捕まえた

蜂を手で出そうとして、「針があるから気を付けてね・・」と言っているうちに、「アッ、死んじゃった」と、つぶしてし

まったり・・今日の物語がいろいろあったとか・・ 

 

 

このマメは、「毒マメだよ！」と 3人で必死に足でつぶしていました。藤棚から沢山ぶら下がっています。 

ママの携帯で早速写真を撮って、Googleで調べてもらいました。「ノウゼンカズラ」のようです。 

すごい！この後、次々拾った球根とか、調べていたということですが、ちなみに球根は「キノコ」と出たり「ジャガイ

モ」と出たりして、なかなか写り具合によって、読み取りも難しい場合もあるようで・・面白いです・・とにかくみんな

面白いですね！ 



 

 

「11月というのに、水遊びが・・」と、遠慮がちにお母さんが教えてくださいました。いやはや・・ 

本当に日差しの気持ちよい一日でした。 

                   

          次回、11月 27日には、また親子クッキングを行います。どうぞご参加ください。 

      

保育室に帰ってから、いい色で、画用紙に

絵具を塗っています。植物たちの葉の色を

感じているのかもしれません？ 

 

＜11月・12月の予定＞ 

11月 27日（土）親子クッキング：米粉のシフォンケーキ 

12月 11日（土）もうすぐクリスマス 

○狩野奈緒子（桜の聖母短期大学）naoko-k@ssjc.ac.jp 

 参加の方は、メールでお申し込みください 
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